
［東京・上野公園］

［国立西洋美術館 SNS 公式アカウント］
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Facebook @NationalMuseumofWesternArt
Instagram @NMWATokyo

国立西洋美術館
〒 110-0007  東京都台東区上野公園7-7
公式サイト  https://www.nmwa.go.jp/
お問い合わせ  050-5541-8600（ハローダイヤル）

6月［Jun.］ 8月［Aug.］ 9月［Sep.］

常設展

展示カレンダー［企画展示／常設展示］ 2024年6月─9月

● 展覧会名、会期、展示内容等は変更の可能性があります。最新の情報は国立西洋美術館公式サイトをご確認ください。

［開館時間］9 :30 –17 :30（毎週金・土曜日 9 :30 –20:00） ＊入室は閉室の30分前まで

［休館日］月曜日（月曜日が祝日又は祝日の振替休日となる場合は開館し、翌平日休館）、展示替期間、年末年始、臨時休館日
［臨時開館・展示替え休館のお知らせ］
臨時開館：2024年8月13日［火］│展示替え休館：2024年9月2日［月］～ 9月13日［金］

［常設展無料観覧日］
6月9日*、7月14日*、8月11日*、9月1日*
（*当館オフィシャルパートナー・川崎重工業株式会社の提供による「Kawasaki Free Sunday」（原則毎月第2日曜日））

［企画展及び常設展無料観覧日］8月3日［土］「おしゃべりOK『にぎやかサタデー』」

［常設展］
国立西洋美術館は、松方コレクショ
ンが核となって1959年に設立され
た、西洋の美術作品を専門とする美
術館です。
中世から20世紀にかけての西洋絵
画と、ロダンをはじめとするフランス
近代彫刻などを本館、新館、前庭で
年間を通じて展示しています。

Shop / Dining レストラン・ショップ情報

［CAFÉすいれん］
営業時間：10 :00 –17:30（食事 11 :00 –16:45│喫茶 10:00–17:15）／金・土曜日10:00–20 :00（食事 11 :00–19 :10│喫茶 10:00–19 :30）

ゼフュロス第90号│編集・発行：国立西洋美術館／2024年5月30日（年3回発行）│協力：公益財団法人西洋美術振興財団│デザイン：木村稔将
「ZEPHYROS」（ゼフュロス）はギリシャ神話の神々のひとりで、西風を司る神様の名前です。西欧では暖かさと色さまざまの花々を運ぶ春の風をさします。90Zephyros

［上］
スクエアプレート
各 1,540円（税込）
上から時計回りに動物、小鳥（黒）、
小鳥（金茶）、ドロルリー（白）、ドロルリー（赤）
［下］
ブローチ
各4,180円（税込）
左から赤い脚、角のある動物、ドラゴン

すべて当館所蔵の彩飾写本
（内藤コレクション）を元に制作

［ミュージアムショップ］
彩飾写本（内藤コレクション）をもとにした人気グッズの中から、2つご紹
介します。
　写本に登場するどこかユーモラスな架空の生き物たちを新たに描き
起こしたブローチ。職人の手作業によるエナメル彩色が鮮やかな色合
いに仕上げています。ネックレスのペンダントトップとしても使用でき、
個性的なアクセサリーに視線が集まりそうです。
　四角い小さなプレートには、写本モチーフ（5種類）をそのままプリント
しました。小物置きやコースター、装飾用にお使いいただけます。
　そのほか様々な写本グッズをご用意していますので、お気に入りを
見つけてください。

オンラインショップ
https://www.nmwatokyo-shop.org

ミュージアムショップ公式 Instagram
@nmwatokyo_shop 

7月［Jul.］

全館休館

9月2日［月］
↓

9月13日［金］

［小企画展］6月11日［火］─9月1日［日］
西洋版画を視る─リトグラフ：石版からひろがるイメージ
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［企画展］6月11日［火］─8月25日［日］
内藤コレクション  写本─いとも優雅なる中世の小宇宙

Zephyros90
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印刷技術のなかった中世ヨーロッパにおいて、写本は
人 の々信仰を支え、知の伝達を担う主要な媒体でし
た。羊や子牛などの動物の皮を薄く加工して作った紙
に人の手でテキストを筆写し、膨大な時間と労力をか
けて制作される写本は、ときに非常な贅沢品となりまし
た。テキストの区切りやページの余白には、華やかな
彩飾が施されることもありましたが、それらの例の中に
は、書物としての実用の域を超えて一級の美術作品
へと昇華を遂げているものも珍しくありません。　
　当館では2015年度に、筑波大学・茨城県立医療
大学名誉教授の内藤裕史氏より、写本リーフ（本から
切り離された一枚一枚の紙葉）を中心とするコレクションを

一括でご寄贈いただきました。その後も2020年にか
けて、内藤氏ご友人の長沼昭夫氏からも支援を賜り
つつ、新たに26点の写本リーフを所蔵品に加えていま
す。内藤氏が数十年を費やして収集したコレクション
は、時代的には13世紀から16世紀（以降の作例も若干
数含む）、地域的にはイングランド、フランス、ネーデルラ
ント、ドイツ、イタリア、イベリア半島と多岐にわたります。
聖書や時祷書などキリスト教関係のものが大半を占め

ますが、世俗的な内容を持つ作例も一部含まれます。
　当館は、2019 -20年度に三期にわたり開催した小
企画展で、内藤コレクションを紹介してきました。しか
し、コロナ禍の折でもあったため、それらは小規模なも
のにとどまったと言わざるを得ません。こうした事情をふ
まえて、改めて内藤コレクションの作品の大多数を一
堂に展示し、広く皆様にご覧いただくべく企画された
のが本展です。また当館では、コレクションの寄贈を
受けて以来、実践女子大学の駒田亜希子教授を客
員研究員に迎え、さらに国内外の専門家からも広く協
力を仰いで、個 の々作品に関する学術的な調査を進

めてきました。本展はその数年来の成果をお披露目す
る機会ともなります。
　本展は、内藤コレクションを中心に、国内の大学図
書館のご所蔵品も若干数加えた約150点より構成さ
れ、聖書や詩編集、時祷書、聖歌集など中世から近
世初頭にかけて普及した写本の役割や装飾の特徴

などをジャンルごとに見ていきます。この機会に是非、
書物の機能と結びつき、文字と絵が一体となった彩飾
芸術の美、「中世の小宇宙」をご堪能いただければ
幸いです。
 ［国立西洋美術館主任研究員 中田明日佳］

1 カマルドリ会士シモーネ（彩飾）
  《典礼用詩編集零葉》イタリア、フィレンツェ
 1380年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション（長沼基金）
2 聖王ルイ伝の画家（マイエ？）（彩飾）
  《『セント・オールバンズ聖書』零葉》フランス、パリ
 1325 -50年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
3 ジョヴァンニ・ディ・アントニオ・ダ・ボローニャ（彩飾）
  《典礼用詩編集零葉》イタリア、ボローニャ
 1425 -50年 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
4  《聖務日課聖歌集零葉》 ドイツ南部、アウクスブルク？
 1490年代前半  彩色、インク、金／獣皮紙  内藤コレクション
5  《時禱書零葉》南ネーデルラント
 1500年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
6  《詩編集零葉》南ネーデルラント、ブリュッヘ
 1260年頃？ 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション

［表紙］
フランチェスコ・ダ・コディゴーロ（写字）、ジョルジョ・ダレマーニャ（彩飾）
《『レオネッロ・デステの聖務日課書』零葉》（部分）イタリア、フェラーラ
1441- 48年 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
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「西洋版画を視る」シリーズでは、これまで西洋版画のおもな技法に焦
点を当て、その制作方法や特有の表現を紹介してきました。3回目となる
本展では、「リトグラフ（石版画）」を取り上げます。
　リトグラフの「リト（litho）」は、ギリシャ語で「石」を意味するlithos
が語源となっています。1798年頃にドイツの劇作家アロイス・ゼネフェ
ルダーによって発明されたこの技法は、当初から版材として石灰石が使
われていたため、この名称が一般的になりました。リトグラフで重要となる
のは、水と油が互いに反発しあう性質を利用する点です。木版画、エン
グレーヴィング、エッチングなどの技法では、彫ったり削ったり、酸で腐蝕
させたりして版に凹凸をつけますが、リトグラフは、石の上に図柄を描き、
化学処理を施すことで、平らな版から印刷できることが大きな特徴です。
この新たな方法は、19世紀のヨーロッパにおいて、楽譜や地図、出版物
など実用的な印刷や複製技術として活用される一方、自由な描画が可
能なことから、多くの画家たちが試みるようになり、芸術的な版画の技法と
してフランスを中心にまたたく間に広まります。
　本展では、発祥の地ドイツから各国への伝播を伝える初期の作例や、
リトグラフの大衆化に寄与したドーミエのカリカチュア、マネやルドンらに
よる様 な々試み、そして世紀末に隆盛を極めた多色刷りのポスターにい
たるまで、19世紀におけるリトグラフの歴史と表現の展開を、およそ40点
の作品を通して見ていきます。あわせて、リトグラフの制作工程の一例を
示し、この技法の原理を紹介するコーナーを設けます。リトグラフならでは
の描写に注目しながらその歴史を辿り、各作品をじっくりと「視る」ことで、
その多様で豊かな表現をお楽しみいただけたら幸いです。
 ［国立西洋美術館特定研究員  久保田有寿／国立西洋美術館主任研究員  酒井敦子］

NewsExhibitions

2022年度より、常設展内においてコレクション・イン・フォーカスと
題した小規模なテーマ展示を実施しています。2024年2月末から
は、本館で「ルドヴィーコ・カラッチ《ダリウスの家族》初展示」、
新館で「印象派とナビ派の装飾画」と題したふたつの展示を行っ
ています。前者は、2019年度に当館が収蔵した作品ですが、リ
ニューアル工事による閉館期間を経た後に画表面の洗浄作業や

額装の改良などを行い、今回ようやく皆様に披露いたします。この
作品はかつて松方幸次郎が旧蔵したものですが、一般公開され
るのは今回が1940年以来、84年ぶりとなります。
　後者のコーナーは、当館の19世紀末から20世紀初頭にかけて
のフランス絵画のコレクションから、エドゥアール・マネ作《花の中
の子供（ジャック・オシュデ）》やピエール・ボナール作《働く人々》など、
個人の私邸を飾る目的で制作した4点の作品を特集します。
　今後も展示替えのタイミングで新コーナーの追加を予定しており

ますので、決まり次第お知らせしたいと思います。
 ［国立西洋美術館主任研究員  川瀬佑介］

西洋版画を視る  
リトグラフ：石版からひろがるイメージ

会期：2024年6月11日［火］─9月1日［日］
会場：版画素描展示室

エドゥアール・マネ
《プルチネッラ》
1874年  
カラー・リトグラフ、ウォーヴ紙
国立西洋美術館

2 4 5

クラウドファンディングプロジェクト
「みんなの3Dロダン図鑑」をつくろう！  実施中です

期間：3月5日［火］─ 7月2日［火］
目標金額：7,000,000円

国立西洋美術館では、当館所蔵のロダン彫刻全60作品を
3Dで計測・データ化し、様 な々角度や距離で自由に鑑賞い

ただけるWEBサイト「みんなの3Ｄロダン図鑑を作ろう！」の
制作と公開を目指し、クラウドファンディングでご支援を募って
おります。本プロジェクトの最大の目的は、より多くの方に、当
館の作品を鑑賞いただく機会をご提供したいという思いにあり

ます。当館は6,000点あまりの作品を所蔵しておりますが、経
年劣化の防止や展示スペースに限りがあるといった理由から、
多くは収蔵庫で保管されています。WEBサイトの公開は、展
示されていない作品も含むロダンの彫刻作品全点を、だれで
も、いつでも、どこでもご覧になれる場、そして絵画作品に比べ
て楽しみ方が難しいと思われがちな彫刻作品の、新たな魅力
発見の場の創出となります。また、平面だけでなく3Dデータも
収集することは、自然災害の多発等様 な々リスクに備えるため

に文化財のアーカイブ化の重要性が高まっている昨今、作品
の保存修復研究での活用および調査研究の発展への寄与

という重要な側面ももつといえます。
　すべての人に開かれた美術館を目指す当館が踏み出す

大きな一歩のために、皆様からの温かいご支援を心よりお願
い申し上げます。
 ［国立西洋美術館経営企画・広報渉外室  隈部理香子］

「国立美術館のクラウドファンディング」
ご支援・詳細はこちらから →　

2024年度のコレクション・イン・フォーカスについて

Collection

美術館から美術館へと作品が運ばれるとき重要な役目を果たす

のが、「クレート（美術作品用輸送箱）」です。当館で使用しているク
レートは木箱で、その内部には断熱材や緩衝材（クッション材）が
入っています。輸送中に作品が温度・湿度の変動にさらされたり、
振動や衝撃によって破損したりすることがないように守らなくてはな

らないからです。このクレート、狭い日本の美術館ではいくつもの
クレートを保管しておく場所がないため、輸送する作品のサイズに
合わせて都度作製し、使い終えると廃棄するのが一般的です。し
かし、地球環境保全の観点からは好ましくありません。そこで当館
ではリユーザブルクレート（再利用可能なクレート）を開発し、利用し
ていくことにしました。
　現在、常設展にて試作版のリユーザブルクレートを公開してい
ます。このクレートは当館で使用してきた木箱クレートの構造をもと
にしていますが、箱内部にある作品固定用の4隅の支えを動かす
ことで、小さな作品から最大75×95 cmのサイズの作品まで対
応できるようになっています。通常は美術館関係者や輸送業者し
か目にすることがないクレートですが、今回公開することで、作品
が展示室の壁にかかるまでの私たちの水面下の仕事の一端や、
私たちのサステナビリティへの意識を皆さまにお伝えすることがで

きれば幸いです。
※リユーザブルクレートは、国立アートリサーチセンターの協力の下、

当館とヤマト運輸で共同開発しました。

 ［国立西洋美術館特定研究員 髙嶋美穂］

クレート ─ 美術作品の輸送を支える箱

News

Exhibitions

1

内藤コレクション 
写本  ─ いとも優雅なる中世の小宇宙  

会期：2024年6月11日［火］─ 8月25日［日］│会場：企画展示室

2

3 4

リユーザブルクレート。作品を入れていない状態。白色の四角いブロックが、作品固定用の4隅の支え。

リユーザブルクレートの展示の様子
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［東京・上野公園］

［国立西洋美術館 SNS 公式アカウント］
X @NMWATokyo
Facebook @NationalMuseumofWesternArt
Instagram @NMWATokyo

国立西洋美術館
〒 110-0007  東京都台東区上野公園7-7
公式サイト  https://www.nmwa.go.jp/
お問い合わせ  050-5541-8600（ハローダイヤル）

6月［Jun.］ 8月［Aug.］ 9月［Sep.］

常設展

展示カレンダー［企画展示／常設展示］ 2024年6月─9月

● 展覧会名、会期、展示内容等は変更の可能性があります。最新の情報は国立西洋美術館公式サイトをご確認ください。

［開館時間］9 :30 –17 :30（毎週金・土曜日 9 :30 –20:00） ＊入室は閉室の30分前まで

［休館日］月曜日（月曜日が祝日又は祝日の振替休日となる場合は開館し、翌平日休館）、展示替期間、年末年始、臨時休館日
［臨時開館・展示替え休館のお知らせ］
臨時開館：2024年8月13日［火］│展示替え休館：2024年9月2日［月］～ 9月13日［金］

［常設展無料観覧日］
6月9日*、7月14日*、8月11日*、9月1日*
（*当館オフィシャルパートナー・川崎重工業株式会社の提供による「Kawasaki Free Sunday」（原則毎月第2日曜日））

［企画展及び常設展無料観覧日］8月3日［土］「おしゃべりOK『にぎやかサタデー』」

［常設展］
国立西洋美術館は、松方コレクショ
ンが核となって1959年に設立され
た、西洋の美術作品を専門とする美
術館です。
中世から20世紀にかけての西洋絵
画と、ロダンをはじめとするフランス
近代彫刻などを本館、新館、前庭で
年間を通じて展示しています。

Shop / Dining レストラン・ショップ情報

［CAFÉすいれん］
営業時間：10 :00 –17:30（食事 11 :00 –16:45│喫茶 10:00–17:15）／金・土曜日10:00–20 :00（食事 11 :00–19 :10│喫茶 10:00–19 :30）
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［上］
スクエアプレート
各 1,540円（税込）
上から時計回りに動物、小鳥（黒）、
小鳥（金茶）、ドロルリー（白）、ドロルリー（赤）
［下］
ブローチ
各4,180円（税込）
左から赤い脚、角のある動物、ドラゴン

すべて当館所蔵の彩飾写本
（内藤コレクション）を元に制作

［ミュージアムショップ］
彩飾写本（内藤コレクション）をもとにした人気グッズの中から、2つご紹
介します。
　写本に登場するどこかユーモラスな架空の生き物たちを新たに描き
起こしたブローチ。職人の手作業によるエナメル彩色が鮮やかな色合
いに仕上げています。ネックレスのペンダントトップとしても使用でき、
個性的なアクセサリーに視線が集まりそうです。
　四角い小さなプレートには、写本モチーフ（5種類）をそのままプリント
しました。小物置きやコースター、装飾用にお使いいただけます。
　そのほか様々な写本グッズをご用意していますので、お気に入りを
見つけてください。

オンラインショップ
https://www.nmwatokyo-shop.org

ミュージアムショップ公式 Instagram
@nmwatokyo_shop 

7月［Jul.］

全館休館

9月2日［月］
↓

9月13日［金］

［小企画展］6月11日［火］─9月1日［日］
西洋版画を視る─リトグラフ：石版からひろがるイメージ
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［企画展］6月11日［火］─8月25日［日］
内藤コレクション  写本─いとも優雅なる中世の小宇宙
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印刷技術のなかった中世ヨーロッパにおいて、写本は
人 の々信仰を支え、知の伝達を担う主要な媒体でし
た。羊や子牛などの動物の皮を薄く加工して作った紙
に人の手でテキストを筆写し、膨大な時間と労力をか
けて制作される写本は、ときに非常な贅沢品となりまし
た。テキストの区切りやページの余白には、華やかな
彩飾が施されることもありましたが、それらの例の中に
は、書物としての実用の域を超えて一級の美術作品
へと昇華を遂げているものも珍しくありません。　
　当館では2015年度に、筑波大学・茨城県立医療
大学名誉教授の内藤裕史氏より、写本リーフ（本から
切り離された一枚一枚の紙葉）を中心とするコレクションを

一括でご寄贈いただきました。その後も2020年にか
けて、内藤氏ご友人の長沼昭夫氏からも支援を賜り
つつ、新たに26点の写本リーフを所蔵品に加えていま
す。内藤氏が数十年を費やして収集したコレクション
は、時代的には13世紀から16世紀（以降の作例も若干
数含む）、地域的にはイングランド、フランス、ネーデルラ
ント、ドイツ、イタリア、イベリア半島と多岐にわたります。
聖書や時祷書などキリスト教関係のものが大半を占め

ますが、世俗的な内容を持つ作例も一部含まれます。
　当館は、2019 -20年度に三期にわたり開催した小
企画展で、内藤コレクションを紹介してきました。しか
し、コロナ禍の折でもあったため、それらは小規模なも
のにとどまったと言わざるを得ません。こうした事情をふ
まえて、改めて内藤コレクションの作品の大多数を一
堂に展示し、広く皆様にご覧いただくべく企画された
のが本展です。また当館では、コレクションの寄贈を
受けて以来、実践女子大学の駒田亜希子教授を客
員研究員に迎え、さらに国内外の専門家からも広く協
力を仰いで、個 の々作品に関する学術的な調査を進

めてきました。本展はその数年来の成果をお披露目す
る機会ともなります。
　本展は、内藤コレクションを中心に、国内の大学図
書館のご所蔵品も若干数加えた約150点より構成さ
れ、聖書や詩編集、時祷書、聖歌集など中世から近
世初頭にかけて普及した写本の役割や装飾の特徴

などをジャンルごとに見ていきます。この機会に是非、
書物の機能と結びつき、文字と絵が一体となった彩飾
芸術の美、「中世の小宇宙」をご堪能いただければ
幸いです。
 ［国立西洋美術館主任研究員 中田明日佳］

1 カマルドリ会士シモーネ（彩飾）
  《典礼用詩編集零葉》イタリア、フィレンツェ
 1380年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション（長沼基金）
2 聖王ルイ伝の画家（マイエ？）（彩飾）
  《『セント・オールバンズ聖書』零葉》フランス、パリ
 1325 -50年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
3 ジョヴァンニ・ディ・アントニオ・ダ・ボローニャ（彩飾）
  《典礼用詩編集零葉》イタリア、ボローニャ
 1425 -50年 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
4  《聖務日課聖歌集零葉》 ドイツ南部、アウクスブルク？
 1490年代前半  彩色、インク、金／獣皮紙  内藤コレクション
5  《時禱書零葉》南ネーデルラント
 1500年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
6  《詩編集零葉》南ネーデルラント、ブリュッヘ
 1260年頃？ 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション

［表紙］
フランチェスコ・ダ・コディゴーロ（写字）、ジョルジョ・ダレマーニャ（彩飾）
《『レオネッロ・デステの聖務日課書』零葉》（部分）イタリア、フェラーラ
1441- 48年 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション

5

6

zephyros_90.indd   1zephyros_90.indd   1 2024/05/08   16:052024/05/08   16:05



「西洋版画を視る」シリーズでは、これまで西洋版画のおもな技法に焦
点を当て、その制作方法や特有の表現を紹介してきました。3回目となる
本展では、「リトグラフ（石版画）」を取り上げます。
　リトグラフの「リト（litho）」は、ギリシャ語で「石」を意味するlithos
が語源となっています。1798年頃にドイツの劇作家アロイス・ゼネフェ
ルダーによって発明されたこの技法は、当初から版材として石灰石が使
われていたため、この名称が一般的になりました。リトグラフで重要となる
のは、水と油が互いに反発しあう性質を利用する点です。木版画、エン
グレーヴィング、エッチングなどの技法では、彫ったり削ったり、酸で腐蝕
させたりして版に凹凸をつけますが、リトグラフは、石の上に図柄を描き、
化学処理を施すことで、平らな版から印刷できることが大きな特徴です。
この新たな方法は、19世紀のヨーロッパにおいて、楽譜や地図、出版物
など実用的な印刷や複製技術として活用される一方、自由な描画が可
能なことから、多くの画家たちが試みるようになり、芸術的な版画の技法と
してフランスを中心にまたたく間に広まります。
　本展では、発祥の地ドイツから各国への伝播を伝える初期の作例や、
リトグラフの大衆化に寄与したドーミエのカリカチュア、マネやルドンらに
よる様 な々試み、そして世紀末に隆盛を極めた多色刷りのポスターにい
たるまで、19世紀におけるリトグラフの歴史と表現の展開を、およそ40点
の作品を通して見ていきます。あわせて、リトグラフの制作工程の一例を
示し、この技法の原理を紹介するコーナーを設けます。リトグラフならでは
の描写に注目しながらその歴史を辿り、各作品をじっくりと「視る」ことで、
その多様で豊かな表現をお楽しみいただけたら幸いです。
 ［国立西洋美術館特定研究員  久保田有寿／国立西洋美術館主任研究員  酒井敦子］

NewsExhibitions

2022年度より、常設展内においてコレクション・イン・フォーカスと
題した小規模なテーマ展示を実施しています。2024年2月末から
は、本館で「ルドヴィーコ・カラッチ《ダリウスの家族》初展示」、
新館で「印象派とナビ派の装飾画」と題したふたつの展示を行っ
ています。前者は、2019年度に当館が収蔵した作品ですが、リ
ニューアル工事による閉館期間を経た後に画表面の洗浄作業や

額装の改良などを行い、今回ようやく皆様に披露いたします。この
作品はかつて松方幸次郎が旧蔵したものですが、一般公開され
るのは今回が1940年以来、84年ぶりとなります。
　後者のコーナーは、当館の19世紀末から20世紀初頭にかけて
のフランス絵画のコレクションから、エドゥアール・マネ作《花の中
の子供（ジャック・オシュデ）》やピエール・ボナール作《働く人々》など、
個人の私邸を飾る目的で制作した4点の作品を特集します。
　今後も展示替えのタイミングで新コーナーの追加を予定しており

ますので、決まり次第お知らせしたいと思います。
 ［国立西洋美術館主任研究員  川瀬佑介］

西洋版画を視る  
リトグラフ：石版からひろがるイメージ

会期：2024年6月11日［火］─9月1日［日］
会場：版画素描展示室

エドゥアール・マネ
《プルチネッラ》
1874年  
カラー・リトグラフ、ウォーヴ紙
国立西洋美術館

2 4 5

クラウドファンディングプロジェクト
「みんなの3Dロダン図鑑」をつくろう！  実施中です

期間：3月5日［火］─ 7月2日［火］
目標金額：7,000,000円

国立西洋美術館では、当館所蔵のロダン彫刻全60作品を
3Dで計測・データ化し、様 な々角度や距離で自由に鑑賞い

ただけるWEBサイト「みんなの3Ｄロダン図鑑を作ろう！」の
制作と公開を目指し、クラウドファンディングでご支援を募って
おります。本プロジェクトの最大の目的は、より多くの方に、当
館の作品を鑑賞いただく機会をご提供したいという思いにあり

ます。当館は6,000点あまりの作品を所蔵しておりますが、経
年劣化の防止や展示スペースに限りがあるといった理由から、
多くは収蔵庫で保管されています。WEBサイトの公開は、展
示されていない作品も含むロダンの彫刻作品全点を、だれで
も、いつでも、どこでもご覧になれる場、そして絵画作品に比べ
て楽しみ方が難しいと思われがちな彫刻作品の、新たな魅力
発見の場の創出となります。また、平面だけでなく3Dデータも
収集することは、自然災害の多発等様 な々リスクに備えるため

に文化財のアーカイブ化の重要性が高まっている昨今、作品
の保存修復研究での活用および調査研究の発展への寄与

という重要な側面ももつといえます。
　すべての人に開かれた美術館を目指す当館が踏み出す

大きな一歩のために、皆様からの温かいご支援を心よりお願
い申し上げます。
 ［国立西洋美術館経営企画・広報渉外室  隈部理香子］

「国立美術館のクラウドファンディング」
ご支援・詳細はこちらから →　

2024年度のコレクション・イン・フォーカスについて

Collection

美術館から美術館へと作品が運ばれるとき重要な役目を果たす

のが、「クレート（美術作品用輸送箱）」です。当館で使用しているク
レートは木箱で、その内部には断熱材や緩衝材（クッション材）が
入っています。輸送中に作品が温度・湿度の変動にさらされたり、
振動や衝撃によって破損したりすることがないように守らなくてはな

らないからです。このクレート、狭い日本の美術館ではいくつもの
クレートを保管しておく場所がないため、輸送する作品のサイズに
合わせて都度作製し、使い終えると廃棄するのが一般的です。し
かし、地球環境保全の観点からは好ましくありません。そこで当館
ではリユーザブルクレート（再利用可能なクレート）を開発し、利用し
ていくことにしました。
　現在、常設展にて試作版のリユーザブルクレートを公開してい
ます。このクレートは当館で使用してきた木箱クレートの構造をもと
にしていますが、箱内部にある作品固定用の4隅の支えを動かす
ことで、小さな作品から最大75×95 cmのサイズの作品まで対
応できるようになっています。通常は美術館関係者や輸送業者し
か目にすることがないクレートですが、今回公開することで、作品
が展示室の壁にかかるまでの私たちの水面下の仕事の一端や、
私たちのサステナビリティへの意識を皆さまにお伝えすることがで

きれば幸いです。
※リユーザブルクレートは、国立アートリサーチセンターの協力の下、

当館とヤマト運輸で共同開発しました。

 ［国立西洋美術館特定研究員 髙嶋美穂］

クレート ─ 美術作品の輸送を支える箱

News

Exhibitions

1

内藤コレクション 
写本  ─ いとも優雅なる中世の小宇宙  

会期：2024年6月11日［火］─ 8月25日［日］│会場：企画展示室

2

3 4

リユーザブルクレート。作品を入れていない状態。白色の四角いブロックが、作品固定用の4隅の支え。

リユーザブルクレートの展示の様子
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ます。当館は6,000点あまりの作品を所蔵しておりますが、経
年劣化の防止や展示スペースに限りがあるといった理由から、
多くは収蔵庫で保管されています。WEBサイトの公開は、展
示されていない作品も含むロダンの彫刻作品全点を、だれで
も、いつでも、どこでもご覧になれる場、そして絵画作品に比べ
て楽しみ方が難しいと思われがちな彫刻作品の、新たな魅力
発見の場の創出となります。また、平面だけでなく3Dデータも
収集することは、自然災害の多発等様 な々リスクに備えるため

に文化財のアーカイブ化の重要性が高まっている昨今、作品
の保存修復研究での活用および調査研究の発展への寄与

という重要な側面ももつといえます。
　すべての人に開かれた美術館を目指す当館が踏み出す

大きな一歩のために、皆様からの温かいご支援を心よりお願
い申し上げます。
 ［国立西洋美術館経営企画・広報渉外室  隈部理香子］

「国立美術館のクラウドファンディング」
ご支援・詳細はこちらから →　

2024年度のコレクション・イン・フォーカスについて

Collection

美術館から美術館へと作品が運ばれるとき重要な役目を果たす

のが、「クレート（美術作品用輸送箱）」です。当館で使用しているク
レートは木箱で、その内部には断熱材や緩衝材（クッション材）が
入っています。輸送中に作品が温度・湿度の変動にさらされたり、
振動や衝撃によって破損したりすることがないように守らなくてはな

らないからです。このクレート、狭い日本の美術館ではいくつもの
クレートを保管しておく場所がないため、輸送する作品のサイズに
合わせて都度作製し、使い終えると廃棄するのが一般的です。し
かし、地球環境保全の観点からは好ましくありません。そこで当館
ではリユーザブルクレート（再利用可能なクレート）を開発し、利用し
ていくことにしました。
　現在、常設展にて試作版のリユーザブルクレートを公開してい
ます。このクレートは当館で使用してきた木箱クレートの構造をもと
にしていますが、箱内部にある作品固定用の4隅の支えを動かす
ことで、小さな作品から最大75×95 cmのサイズの作品まで対
応できるようになっています。通常は美術館関係者や輸送業者し
か目にすることがないクレートですが、今回公開することで、作品
が展示室の壁にかかるまでの私たちの水面下の仕事の一端や、
私たちのサステナビリティへの意識を皆さまにお伝えすることがで

きれば幸いです。
※リユーザブルクレートは、国立アートリサーチセンターの協力の下、

当館とヤマト運輸で共同開発しました。

 ［国立西洋美術館特定研究員 髙嶋美穂］

クレート ─ 美術作品の輸送を支える箱
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内藤コレクション 
写本  ─ いとも優雅なる中世の小宇宙  

会期：2024年6月11日［火］─ 8月25日［日］│会場：企画展示室

2

3 4

リユーザブルクレート。作品を入れていない状態。白色の四角いブロックが、作品固定用の4隅の支え。

リユーザブルクレートの展示の様子
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［東京・上野公園］

［国立西洋美術館 SNS 公式アカウント］
X @NMWATokyo
Facebook @NationalMuseumofWesternArt
Instagram @NMWATokyo

国立西洋美術館
〒 110-0007  東京都台東区上野公園7-7
公式サイト  https://www.nmwa.go.jp/
お問い合わせ  050-5541-8600（ハローダイヤル）

6月［Jun.］ 8月［Aug.］ 9月［Sep.］

常設展

展示カレンダー［企画展示／常設展示］ 2024年6月─9月

● 展覧会名、会期、展示内容等は変更の可能性があります。最新の情報は国立西洋美術館公式サイトをご確認ください。

［開館時間］9 :30 –17 :30（毎週金・土曜日 9 :30 –20:00） ＊入室は閉室の30分前まで

［休館日］月曜日（月曜日が祝日又は祝日の振替休日となる場合は開館し、翌平日休館）、展示替期間、年末年始、臨時休館日
［臨時開館・展示替え休館のお知らせ］
臨時開館：2024年8月13日［火］│展示替え休館：2024年9月2日［月］～ 9月13日［金］

［常設展無料観覧日］
6月9日*、7月14日*、8月11日*、9月1日*
（*当館オフィシャルパートナー・川崎重工業株式会社の提供による「Kawasaki Free Sunday」（原則毎月第2日曜日））

［企画展及び常設展無料観覧日］8月3日［土］「おしゃべりOK『にぎやかサタデー』」

［常設展］
国立西洋美術館は、松方コレクショ
ンが核となって1959年に設立され
た、西洋の美術作品を専門とする美
術館です。
中世から20世紀にかけての西洋絵
画と、ロダンをはじめとするフランス
近代彫刻などを本館、新館、前庭で
年間を通じて展示しています。

Shop / Dining レストラン・ショップ情報

［CAFÉすいれん］
営業時間：10 :00 –17:30（食事 11 :00 –16:45│喫茶 10:00–17:15）／金・土曜日10:00–20 :00（食事 11 :00–19 :10│喫茶 10:00–19 :30）

ゼフュロス第90号│編集・発行：国立西洋美術館／2024年5月30日（年3回発行）│協力：公益財団法人西洋美術振興財団│デザイン：木村稔将
「ZEPHYROS」（ゼフュロス）はギリシャ神話の神々のひとりで、西風を司る神様の名前です。西欧では暖かさと色さまざまの花々を運ぶ春の風をさします。90Zephyros

［上］
スクエアプレート
各 1,540円（税込）
上から時計回りに動物、小鳥（黒）、
小鳥（金茶）、ドロルリー（白）、ドロルリー（赤）
［下］
ブローチ
各4,180円（税込）
左から赤い脚、角のある動物、ドラゴン

すべて当館所蔵の彩飾写本
（内藤コレクション）を元に制作

［ミュージアムショップ］
彩飾写本（内藤コレクション）をもとにした人気グッズの中から、2つご紹
介します。
　写本に登場するどこかユーモラスな架空の生き物たちを新たに描き
起こしたブローチ。職人の手作業によるエナメル彩色が鮮やかな色合
いに仕上げています。ネックレスのペンダントトップとしても使用でき、
個性的なアクセサリーに視線が集まりそうです。
　四角い小さなプレートには、写本モチーフ（5種類）をそのままプリント
しました。小物置きやコースター、装飾用にお使いいただけます。
　そのほか様々な写本グッズをご用意していますので、お気に入りを
見つけてください。

オンラインショップ
https://www.nmwatokyo-shop.org

ミュージアムショップ公式 Instagram
@nmwatokyo_shop 

7月［Jul.］

全館休館

9月2日［月］
↓

9月13日［金］

［小企画展］6月11日［火］─9月1日［日］
西洋版画を視る─リトグラフ：石版からひろがるイメージ

1（表紙）63

［企画展］6月11日［火］─8月25日［日］
内藤コレクション  写本─いとも優雅なる中世の小宇宙

Zephyros90
ISSN 1342-8071国立西洋美術館ニュース ゼフュロス

in
 th

e 
N

at
io

na
l M

us
eu

m
 o

f W
es

te
rn

 A
rt

M
an

us
cr

ip
ts

 fr
om

 th
e N

ai
to

 C
ol

le
ct

io
n

印刷技術のなかった中世ヨーロッパにおいて、写本は
人 の々信仰を支え、知の伝達を担う主要な媒体でし
た。羊や子牛などの動物の皮を薄く加工して作った紙
に人の手でテキストを筆写し、膨大な時間と労力をか
けて制作される写本は、ときに非常な贅沢品となりまし
た。テキストの区切りやページの余白には、華やかな
彩飾が施されることもありましたが、それらの例の中に
は、書物としての実用の域を超えて一級の美術作品
へと昇華を遂げているものも珍しくありません。　
　当館では2015年度に、筑波大学・茨城県立医療
大学名誉教授の内藤裕史氏より、写本リーフ（本から
切り離された一枚一枚の紙葉）を中心とするコレクションを

一括でご寄贈いただきました。その後も2020年にか
けて、内藤氏ご友人の長沼昭夫氏からも支援を賜り
つつ、新たに26点の写本リーフを所蔵品に加えていま
す。内藤氏が数十年を費やして収集したコレクション
は、時代的には13世紀から16世紀（以降の作例も若干
数含む）、地域的にはイングランド、フランス、ネーデルラ
ント、ドイツ、イタリア、イベリア半島と多岐にわたります。
聖書や時祷書などキリスト教関係のものが大半を占め

ますが、世俗的な内容を持つ作例も一部含まれます。
　当館は、2019 -20年度に三期にわたり開催した小
企画展で、内藤コレクションを紹介してきました。しか
し、コロナ禍の折でもあったため、それらは小規模なも
のにとどまったと言わざるを得ません。こうした事情をふ
まえて、改めて内藤コレクションの作品の大多数を一
堂に展示し、広く皆様にご覧いただくべく企画された
のが本展です。また当館では、コレクションの寄贈を
受けて以来、実践女子大学の駒田亜希子教授を客
員研究員に迎え、さらに国内外の専門家からも広く協
力を仰いで、個 の々作品に関する学術的な調査を進

めてきました。本展はその数年来の成果をお披露目す
る機会ともなります。
　本展は、内藤コレクションを中心に、国内の大学図
書館のご所蔵品も若干数加えた約150点より構成さ
れ、聖書や詩編集、時祷書、聖歌集など中世から近
世初頭にかけて普及した写本の役割や装飾の特徴

などをジャンルごとに見ていきます。この機会に是非、
書物の機能と結びつき、文字と絵が一体となった彩飾
芸術の美、「中世の小宇宙」をご堪能いただければ
幸いです。
 ［国立西洋美術館主任研究員 中田明日佳］

1 カマルドリ会士シモーネ（彩飾）
  《典礼用詩編集零葉》イタリア、フィレンツェ
 1380年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション（長沼基金）
2 聖王ルイ伝の画家（マイエ？）（彩飾）
  《『セント・オールバンズ聖書』零葉》フランス、パリ
 1325 -50年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
3 ジョヴァンニ・ディ・アントニオ・ダ・ボローニャ（彩飾）
  《典礼用詩編集零葉》イタリア、ボローニャ
 1425 -50年 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
4  《聖務日課聖歌集零葉》 ドイツ南部、アウクスブルク？
 1490年代前半  彩色、インク、金／獣皮紙  内藤コレクション
5  《時禱書零葉》南ネーデルラント
 1500年頃 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
6  《詩編集零葉》南ネーデルラント、ブリュッヘ
 1260年頃？ 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション

［表紙］
フランチェスコ・ダ・コディゴーロ（写字）、ジョルジョ・ダレマーニャ（彩飾）
《『レオネッロ・デステの聖務日課書』零葉》（部分）イタリア、フェラーラ
1441- 48年 彩色、インク、金／獣皮紙 内藤コレクション
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